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動的に改善できるとは言っていないですよ」

b「じゃ、計測は何のためにするの？」

c「そりゃ、今の状態を知るためですよ」

m「簡単に言えば、そういうことになるね。今

の状態を時系列に並べてみれば、良くなったの

か悪くなったのかが分かる」

b「その結果、バグの発生率も原因プロセスの

分布も良くならないのです。むしろ、一部で悪

くなっているのです。だから、データを取る意

味がないって言う人も出てきているのです」

m「データを取るだけではダメだね。データの

数字を変える取り組みが行われなければ意味が

ない。確かＣさんのところでは要求仕様に関す

るデータを取っていたよね」

c「はい、マスターに教えてもらって、１年前

に仕様の書き方を大きく変更したのですが、先

日社内で発表したデータでは、ベースライン設

定後の変更率は１／１０に減ったし、バグ全体

の発生率も１／５に減って、その中で仕様関係

のバグの発生率１／２０に減っています」

m「仕様のバグがそれだけ減ったということ

は、レビューでも変化しているね」

c「はい、仕様モレや仕様の衝突の多くが、仕

様のレビューで発見されています。仕様関係の

エラーの２／３は、レビューで発見されていた

と思います」

m「というように、データを取るということ

は、その数値を変える取り組みをやっていると

か、これからやろうとしているので、その前に

現状を把握しておくというときに意味がある」

　　　　　　 ∞　～　∞
b「私のチームでも、雑誌に載っていた仕様化

の方法を参考に取り組んでみました」

c「それで、結果はどうでした？」

b「まだ終わっていませんので、結果

はわかりません。予定では１０月末

に終わることになっています」

c「最終結果ではなく、レビューでの指摘数

や、現在までのところでの仕様の変更率といっ

たデータの方ですよ」

b「そのようなデータは取っていません」

m「どうやら、ソースに対するバグの発生率

と、バグの原因プロセス分類だけしか取ってい

ないということだね」

b「そうです。それしか指示されていませんか

ら。それに、要求仕様の書き方を変えたのは私

の独断で、企画の人と話しをしてやってみよう

ということで、勝手にやってみただけです」

c「それじゃ、どの程度うまくいったのかが分

からないかも知れないですよね」といって、私

の方をみた。

m「そうだね。今からでもいいから、次の機会

に引き継ぐために、仕様数や変更率、レビュー

での指摘数を取っておくことだね。

数字をみると、今回の取り組みの効

果が見えてくるし、改善の余地も見

えてくるよ」

c「２ヶ月ほど前に、マスターから

機能別に集計してみることを教えて

最近、この店に来る若いソフトウェア技術者の

話しを聞いていて気になることがある。それ

は、要求からソースコードに変換する過程に必

要な技術を習得しないで、コードが書けること

で満足していることだ。

それでは、鋸と金槌の使い方を覚えただけの大

工の見習いと同じである。人が使いやすい家の

設計や、地震に強い設計、木材の締まりを考慮

した設計、荷重を分散する設計はできない。組

木の技術が無ければ、やたらと長い釘と金具を

使って柱を止めるしかない。

家を作りながら、間違ってことに気付いたり、

新しい要求を組み入れるために、既に作った壁

を壊したりするため、構造が弱くなってしま

い、何かの時に「欠陥」となって噴き出す。

このような状態では、顧客や市場の要求にまと

もに応えられないだろう。たとえ自分の持ち時

間を全て投入しても、実現するとは限らない。

それでは、この仕事を楽しいとは思えないだろ

う。２年では難しいだろうが、その後も楽しい

と思えない状態で仕事を続けるのは間違ってい

る。必要な知識や技術が足りないのだから、急

いでそれを手に入れて欲しい。そう願って、毎

日若いエンジニアの相手をしているのだが。

　　　　　　 ∞　～　∞
今も、カウンターで２人のＳＥが、改善の取り

組みの推進について話しをしている。この２人

は、別の会社のＳＥで、私の店で時々会って話

しをしている仲である。

b「マスターは、『計測されないものは改善さ

れない』というのをご存知ですよね」と振って

きた。

m「あぁ、デマルコの有名な言葉だね」

b「計測って、データをとることですよね」

m「簡単に言ってしまえば、そうだね」

b「一体、どんなデータを取ればいいんでしょ

うか？」

m「ということは、あなたのところでは何も

データを取っていないのかな？」

b「バグの発生率と原因プロセスの分類はやっ

ています。これも計測に入るのですか？」

m「もちろん、立派に計測の部類に含まれる

が、もしかすると、目的もなくそれらのデータ

を取っているということかな？」

b「上の方からの指示で、取るように

言われているので取っていますが」

m「なるほど、だからデマルコの言

葉に引っ掛かっているんだな」

b「はい、あの言葉をひっくり返すと『計測す

れば改善できる』ということになります。で

も、何も変わらないのです」

（私も長年ソフトウェアの世界を経験してきた

が、デマルコの言葉をこんなふうに読む人がい

るとは思わなかった。意表を突かれたと同時

に、その思考の単純さに驚いた）

　　　　　　 ∞　～　∞
c「Ｂさん、それっておかしいですよ。デマル

コの言葉は、改善しようとすれば計測データが

不可欠だということで、計測データがあれば自
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もらったので、さっそく仕様数や変更率やバグ

の件数を機能別に取ってみると、プロジェクト

で起きていたことがそのまま見えてきました。

悪いところとうまくいっているところも見え

て、改善の方法も見えてきました」

m「そう、『データは、組み合わせると声を発

する』というのが分かっただろう」

b「今、おっしゃったのは誰の言葉ですか？」

c「これはマスターの言葉だよね」

特に返事もせずに、(日本人じゃダメなのか

い！と）ちらっと顔を見て窓際の客にコーヒー

のお替わりをもってカウンターを出た。

　　　　　　 ∞　～　∞
しばらくして、Ｂが呟いた。

b「データを取るということは、そ

のデータを変える取り組みをして

いるから意味を感じるのですね」

m「そういうことだね」

c「さっき、バグの発生率のデータを取ってい

るだけで、誰も必要性を感じていない、と言わ

れましたよね」

b「はい、それも、なぜそういう姿勢になるの

か、今わかりました。バグの発生率を下げる方

法が分からないまま、バグの発生率のデータの

方は言われるままに取っているのです」

m「数字が悪くなったのは、要求が厳しくなっ

たか、メンバーが変わったのだろう」

b「はい、変更量が多かったです」

c「せっかく、バグの原因プロセス別のデータ

を取っているのですから、仕様関係のプロセス

に分類されるバグの割合を掴んでおいて、仕様

の書き方を変えた後で、その数字がどうなって

いるか比べてみると良いと思いますよ」

m「仕様関係のバグといっても、要件管理の変

更制御のプロセスに起因しているものもあるの

で、仕様の書き方だけでは、その種のバグは減

らないかもしれないから、注意が必要だよ」

b「取り組みの効果は、対応する数字に現れる

ということですね」

c「設計関係のバグも、早期に仕様が明らかに

なったことで、設計上で配慮することに気付く

ことがあって、その分のバグは減るかもしれま

せんね」

m「そうだね、ところでＢさんのところでは、

設計関係のバグでどのようなバグが出ているか

把握してるかな？」

b「原因プロセスで分類していますので、設計

のバグも掴んでいます。新しいデータをテーブ

ルの空きに登録しようとして探している間に次

のデータが来てしまったというのもあります」

c「それって、データ構造の選択ミスかも知れ

ませんね、マスター」

m「その可能性が高いね。計測データの数字を

改善するには、それに相応しい知識や技術が必

要になる。それが無ければ、こうした計測デー

タが目の前に並んでも、手も足も出でない。た

だ、黙ってバグを直すことしかできない」

b「ということは、この場合は、データ構造の

知識やそれを使いこなす技術が必要ということ

ですか」

m「バグの計測データは、それぞれ必要な知識

や技術が欠けていることを表しているんだ」■

データを計測し収集する意義を見出せないと
いうときは、そこに現れる数字を改善するた
めに有効な技術を持たないか、そのような技
術がイメージできないときである
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ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
、
外
国
企
業
と

の
関
わ
り
も
増
え
て
い
る
時
代
に
あ
っ

て
、
今
回
の
事
態
を
契
機
に
、
そ
の
よ
う

な
「
契
約
」
の
考
え
方
が
変
わ
る
の
で
あ

れ
ば
、
“
結
果
オ
ー
ラ
イ
”
と
な
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
も
し
、
そ
こ
ま
で
発
展
し

な
け
れ
ば
、
今
回
の
騒
動
は
、
単
に
「
日

本
は
信
用
の
お
け
な
い
国
」
に
成
り
下

が
っ
た
と
言
う
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。

（
残
念
な
が
ら
、
こ
の
方
向
に
法
改
正
が

進
ん
で
い
る
わ
け
で
も
な
い
）

　
こ
の
問
題
は
、
住
友
信
託
側
が
最
高
裁

に
上
告
し
た
が
、
こ
の
動
き
も
別
の
意
味

で
解
せ
な
い
。
高
裁
の
判
決
で
は
、
「
合

意
」
に
は
法
的
拘
束
力
が
あ
る
こ
と
を
認

め
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
状
は
既
に
破
談

状
態
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
統
合
の
話
し
を

進
め
ら
れ
る
状
態
に
な
く
、
Ｕ
Ｆ
Ｊ
側
が

三
菱
東
京
Ｆ
Ｇ
と
の
統
合
の
話
し
を
進
め

る
こ
と
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と

い
う
旨
の
判
決
が
出
て
い
る
。
住
友
信
託

側
が
主
張
す
る
「
合
意
」
の
法
的
根
拠
は

認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
私
と
し
て
は
、
こ
の
時
点
で
、
住
友
信

託
側
が
損
害
賠
償
の
訴
訟
に
切
り
替
え
る

も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
意
に
反
し
て
最

高
裁
に
上
告
し
た
。
も
し
、
政
府
（
金
融

庁
）
の
意
向
が
、
Ｕ
Ｆ
Ｊ
を
三
菱
東
京
Ｆ

Ｇ
と
組
ま
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
な
ら
、

住
友
信
託
側
の
行
動
は
、
金
融
庁
に
楯
突

く
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
金
融
機
関
で
金

融
庁
に
楯
突
い
た
ら
タ
ダ
で
は
済
ま
な
い

こ
と
は
知
っ
て
い
る
は
ず
。

　
そ
し
て
、
三
菱
東
京
Ｆ
Ｇ
は
、
こ
う
し

た
金
融
庁
の
介
入
を
も
っ
と
も
嫌
っ
た
銀

行
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
嘗
て
、
横
並
び

で
公
的
資
金
の
申
請
を
強
要
さ
れ
た
時

　
二
〇
〇
四
年
七
月
に
、
Ｕ
Ｆ
Ｊ

が
、
三
菱
東
京
Ｆ
Ｇ
と
統
合
す
る

と
い
う
こ
と
を
発
表
し
た
。
Ｕ
Ｆ

Ｊ
は
、
大
口
の
不
良
債
権
を
抱
え

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
他
の
メ

ガ
バ
ン
ク
と
違
っ
て
一
行
だ
け
大

幅
な
赤
字
に
陥
り
、
九
月
の
中
間

決
算
を
前
に
、
資
金
繰
り
も
危
な

く
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
海
外

の
株
主
が
一
斉
に
売
り
越
し
に

入
っ
た
こ
と
も
、
三
菱
東
京
Ｆ
Ｇ

と
の
統
合
を
急
が
せ
た
よ
う
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、
Ｕ
Ｆ
Ｊ
グ
ル
ー
プ

は
、
先
の
赤
字
決
算
を
発
表
し
た
あ
と
の

五
月
に
、
傘
下
の
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
を
住

友
信
託
銀
行
と
統
合
す
る
こ
と
で
「
合

意
」
が
出
来
て
い
た
が
、
こ
れ
を
あ
っ
さ

り
と
ご
破
算
に
し
て
三
菱
東
京
Ｆ
Ｇ
と
の

統
合
に
切
り
替
え
た
。
住
友
信
託
銀
行
に

対
し
て
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｊ
側
か
ら
一
方
的
に

「
打
ち
切
り
」
を
宣
言
し
て
「
お
し
ま

い
」
と
い
う
か
ら
恐
れ
い
っ
た
。

　
日
本
で
は
、
企
業
の
ト
ッ
プ
で
交
わ
し

た
「
合
意
」
は
、
一
方
が
「
や
ー
め
た
」

と
い
う
だ
け
で
白
紙
に
戻
せ
る
の
だ
。
た

し
か
に
、
“
約
束
”
し
た
の
は
前
の
社
長

だ
が
、
会
社
を
代
表
す
る
ト
ッ
プ
の
約
束

が
、
社
長
が
交
代
し
た
か
ら
と
い
う
だ
け

で
、
簡
単
に
白
紙
に
戻
せ
る
と
い
う
の
は

軽
す
ぎ
な
い
か
？
。

　
合
併
や
統
合
で
、
こ
う
し
た
企
業
の

ト
ッ
プ
の
約
束
が
ご
破
算
に
な
る
ケ
ー
ス

が
、
最
近
多
発
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
最

初
の
構
想
段
階
で
は
考
え
が
一
致
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
が
、
実
際
に
合
併
と
か
統
合
に
向

け
て
の
作
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、
社
内
の

反
対
や
帳
簿
に
載
ら
な
い
債
務
保
証
が
出
て

く
る
な
ど
の
障
害
が
発
生
し
、
そ
れ
が
解
決

で
き
る
見
通
し
が
立
た
な
っ
た
こ
と
で
ご
破

算
と
い
う
結
果
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
で
も
、
こ
の
場
合
は
、
両
者
が
「
ご
破

算
」
に
納
得
し
て
い
る
の
で
、
当
事
者
間
で

の
「
合
意
の
拘
束
力
」
に
関
す
る
訴
訟
問
題

は
起
き
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
統
合
の

ニ
ュ
ー
ス
に
振
り
回
さ
れ
た
株
主
の
中
に
は

損
害
を
被
る
人
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
ち

ら
の
方
は
、
企
業
の
ト
ッ
プ
が
安
易
に
不
完

全
な
情
報
を
流
し
た
と
い
う
こ
と
で
訴
訟
を

起
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
Ｕ
Ｆ
Ｊ
と
住
友
信
託

銀
行
の
件
は
、
ト
ッ
プ
の
間
で
は
「
破
談
」

に
合
意
し
て
い
な
い
。
Ｕ
Ｆ
Ｊ
側
の
一
方
的

な
「
打
ち
切
り
」
で
あ
る
。
も
し
、
裁
判
で

Ｕ
Ｆ
Ｊ
の
申
し
立
て
（
今
回
の
合
意
に
は
拘

束
力
に
つ
い
て
法
的
根
拠
が
な
い
と
い
う
主

張
）
が
通
る
よ
う
だ
と
、
日
本
で
は
、
こ
う

し
た
「
合
意
」
に
も
法
的
根
拠
を
持
た
せ
る

よ
う
な
、
契
約
に
準
じ
た
明
確
な
手
続
き
が

必
要
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
「
合
意
」
の
発
表

の
場
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
「
契
約
書
」

の
存
在
や
供
託
金
の
裏
付
け
な
ど
を
公
開
す

る
必
要
が
で
て
く
る
。 音音

　
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
、
こ
の
コ
ラ
ム
で

も
何
度
も
取
り
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、

私
が
好
ん
で
読
む
も
の
で
す
。
特
に
、

最
近
で
は
、
「
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
、
こ

の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
た
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
読

み
直
す
わ
け
で
す
。

　
昨
日
も
、
一
億
円
の
処
理
を

巡
っ
て
自
民
党
の
派
閥
の
会
計
責

任
者
が
逮
捕
さ
れ
た
が
、
相
変
わ

ら
ず
、
役
人
も
含
め
、
税
金
や
税

金
に
準
ず
る
よ
う
な
金
を
自
由
に

使
え
る
一
部
の
既
得
権
者
の
や
り

た
い
放
題
で
あ
る
。
片
方
で
、
自

分
の
将
来
を
悲
観
し
て
自
殺
す
る

人
が
、
年
間
で
三
万
人
を
越
え
て

い
る
（
病
気
を
苦
に
し
た
ケ
ー
ス
も
含

む
）
し
、
仕
事
に
就
け
な
い
若
者
は
、

コ
ン
ビ
ニ
強
盗
や
路
上
強
盗
に
走
る
。

不
安
や
不
満
を
忘
れ
る
た
め
に
薬
物
に

溺
れ
る
者
も
少
な
く
な
い
。

　
国
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
状
況
で
流
血

を
伴
っ
た
反
政
府
活
動
が
起
き
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。
そ
こ
で
は
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
不
正

を
報
じ
、
さ
ら
な
る
不
正
を
暴
く
報
道

が
繰
り
返
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、
日
本
で
は
何
も
起
き
な

い
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
内
容
は

「
大
本
営
発
表
」
の
ま
ま
だ
し
、
経

営
者
は
「
税
務
調
査
」
を
怖
が
っ
て

動
か
な
い
。
先
の
参
院
戦
前
に
テ
レ

ビ
各
局
は
連
日
の
よ
う
に
年
金
の
問

題
を
取
り
上
げ
て
い
た
が
、
そ
の
最

中
に
税
務
調
査
で
三
社
に
対
し
て
多

額
の
課
税
モ
レ
が
指
摘
さ
れ
た
、
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
視
聴
者

の
多
く
は
、
そ
の
当
時
、
選
挙
を
前
に

し
て
テ
レ
ビ
の
画
面
か
ら
年
金
の
報
道

が
急
に
消
え
た
こ
と
は
感
じ
て
い
る

が
、
そ
の
裏
は
知
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
無
血
で
の
政
体
の
変
化
に
は
、
ま
だ

時
間
が
か
か
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

も
、
介
入
を
嫌
っ
て
さ
っ
さ
と
返
し
た
で
は

な
い
か
。
そ
の
三
菱
東
京
Ｆ
Ｇ
が
Ｕ
Ｆ
Ｊ
と

統
合
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｊ
の
持
っ

て
い
る
多
額
の
公
的
債
務
を
抱
え
込
む
こ
と

を
意
味
す
る
。
「
世
界
一
」
と
い
う
看
板
を

手
に
入
れ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
く
ら
い
は
我

慢
す
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
収
益
の
伴
わ

な
い
「
預
金
高
世
界
一
」
が
、
世
界
に
評
価

さ
れ
る
も
の
か
ど
う
か
、
当
の
三
菱
東
京
Ｆ

Ｇ
が
一
番
良
く
知
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

　
三
菱
東
京
Ｆ
Ｇ
と
Ｕ
Ｆ
Ｊ
の
ト
ッ
プ
の
記

者
会
見
で
の
握
手
の
場
面
で
も
、
喜
色
満
面

と
は
程
遠
く
、
苦
虫
を
潰
し
た
よ
う
な
顔

だ
っ
た
。
そ
の
後
、
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
の
注

文
で
作
り
笑
い
が
あ
っ
た
だ
け
だ
。
は
た
し

て
、
こ
れ
は
本
当
に
当
事
者
が
望
ん
で
い
る

「
統
合
」
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
金
融
庁
も
含
め
て
、
今
回
の
三
菱
東
京
Ｆ

Ｇ
、
Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
三
井
住
友
の
動
き
の
裏
に
、

う
さ
ん
く
さ
い
も
の
を
感
じ
る
の
は
私
だ
け

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
◆

統合劇の裏に何が？

「
自
由
な
社
会
か
ら
隷
属
社
会
へ
、
隷
属
社
会
か
ら
自
由
な
社
会
へ
と
政
体

が
変
わ
る
場
合
、
あ
る
国
で
は
無
血
の
う
ち
に
達
成
さ
れ
、
他
の
国
で
は
流

血
の
惨
事
を
と
も
な
わ
な
い
で
す
ま
な
い
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
そ
の
国
の
建
設
当
初
の
事
情
に
よ
る
」

　
　
　
　
　
（
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
「
政
略
論
」
：
塩
野
七
生
著
「
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
語
録
」
）

今月の一言

？
？

？？

？？？

？


